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　この 6 月から 7 月前半の気候は全国的に記録的な
高温となり，各地から「暑い暑い」というニュース
とともに「熱中症にご注意」というコメントが流れ
ている毎日となっています．ヨーロッパでも同様の
ようですが，この気候の変化を「自然の流れ」とし
ておいてよいのか，何とか人の力で抑えていくべき
なのか．「気候変動などという報告は信じない」とい
う某国大統領の発言など，これでよいのかと思うと
ころです．
　「天災は忘れたころにやってくる」とは，寺田寅彦
の語としてよく引用されてきましたが，昨今は「忘れ
ないうちにやってくる」ようです．感染症も同様に感
ずるところですが，いずれにせよ，経験をまとめ，次
に生かし，少しでも次の被害を減少させるようよう
にしていく，不断の努力が求められるところです．
　今月号の特集は，先月号に引き続き「大災害と子
どもたち―Excluded and Invisible」の後半「そのⅡ」
となります．災害対応の基本原則として，情報管理，
トリアージと搬送，被災者そして支援者にも必要な
心のケアについて．小児災害医療の特殊な対応とし
て，災害時の子どもの心のケア，避難所の母子保健，
発達障害・アレルギー・特殊ミルクを要する子ども
たち，外国語圏の子どもたちなどへの医療支援につ
いて．そして今後の課題として，いまだに見えない
課題と災害時周産期医療の新たな支援などが，主な

テーマとなっています．阪神・淡路，東日本，熊本
そして今回の能登半島と，辛い経験を経て相当進歩
したと思われるところもありますが，遅々として進
まずあるいは新たな課題も出てきているところで
す．経験をした者が伝え，訴え続けていかなくては
いけない事柄ですが，本特集Ⅰ，Ⅱはその一端を担
うものと編集者一同，思ってきたところです．日常
的に遭遇するようなことではもちろんなく，そうで
はないことを願うところですが，一方いつ，どこで，
誰が巻き込まれるかわからない昨今，小児科医の備
える常識としてご一読いただければ幸甚です．
　目で見る小児科には「ヒトライノウイルス感染の
関与が疑われる多形紅斑」の報告を，研修医の筆頭
著者として投稿いただいています．是非若手医師の
経験に目を通していただき，また本誌をそのような
場として指導に当たる先生方にご利用いただければ
幸いです．トピックスとしては，スタートして 5 歳
児健診をすでに長く手掛けられている地域からの報
告，貴重な症例報告，そして日本医大小児科の外国
業績紹介は今話題の RS ワクチンによる母子免疫効
果など興味深い文献の紹介を頂いています．
　暑い中，冷たいものでのどを潤しながら本号に目
を通してくださいますよう，お願い申し上げます．

� （岡部　信彦）
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